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総　務　費
40,976円
（+847円）

土　木　費
36,163円
（+4,553円）

教　育　費
32,803円
（+3,681円）

議　会　費
3,089円
（+143円）

農林水産業費
7,196円
（-546円）

衛　生　費
25,819円
（+1,769円）

商　工　費
1,607円
（-63円）

消　防　費
16,575円
（+276円） 公　債　費

24,557円
（+510円）

民　生　費
123,251円
（+8,513円）

予備費など
618円
（-4円）

（+19,679）
312,653円

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

一般会計予算の内訳一般会計予算の内訳

町税
36億9,008万円
　　　　34.7％

地方交付税
20億9,400万円

19.7％

繰入金
7億6,392万円
7.2％

町債
7億2,000万円

6.8％

国庫支出金
12億7,352万円

129％

県支出金
7億6,983万円
7.2％

諸収入
2億4,397万円 2.3％

地方消費税交付金
6億1,520万円 5.8％

その他
3億6,821万円 4.3％

歳　入
106億2,300万円

町税
36億9,008万円
　　　　34.7％

地方交付税
20億9,400万円

19.7％

繰入金
7億6,392万円
7.2％

町債
7億2,000万円

6.8％

国庫支出金
12億7,352万円

12％

県支出金
7億6,983万円
7.2％

諸収入
2億4,397万円 2.3％

地方消費税交付金
6億1,520万円 5.8％

その他
4億5,247万円 4.3％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％　スミ 60％に

ブレンド（スレップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

歳　出
106億2,300万円

民生費
41億8,770万円
　　　　39.4％

総務費
13億9,223万円

13.1％

土木費
12億2,870万円

11.6％

教育費
11億1,456万円

10.5％

公債費
8億3,436万円

7.9％
衛生費

8億7,725万円
8.3％

消防費
5億6,317万円

5.3％

農林水産業費
2億4,450万円 2.3％

議会費
1億4,943万円 1.0％

商工費
5,4603万円 0.5％

予備費など
2,000万円 0.2％

民生費
41億8,770万円
　　　　39.4％

総務費
13億9,223万円

13.1％

土木費
12億2,870万円

11.6％

教育費
11億1,456万円

10.5％

公債費
8億3,436万円

7.9％
衛生費

8億7,725万円
8.3％

消防費
5億6,317万円

5.3％

農林水産業費
2億4,450万円 2.3％

議会費
1億494万円 1.0％

商工費
5,460万円 0.5％

予備費など
2,100万円 0.2％

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

※人口33,977人（令和２年３月１日現在）

（前年度比）

106
億
円
で
新
年
度
ス
タ
ー
ト

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

3月
定例議会

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
24
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
17
件
が
提
案
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
な
ら
び
に
本
会
議
で
審
議
の
結
果
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
の
意
見
書
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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2020年（令和２年）３月定例議会

問　

消
防
団
詰
所
の
改
修
事
業

の
予
算
額
が
大
き
い
が
。

答　

老
朽
化
し
て
い
る
消
防
団

詰
所
を
計
画
的
に
更
新
し
て
い

る
。
令
和
２
年
度
は
第
３
分
団

の
建
て
替
え
工
事
を
実
施
す
る
。

問　

防
災
関
係
で
は
。

答　

地
震
と
洪
水
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
定
、
避
難
所
案
内

看
板
の
更
新
な
ど
を
行
う
。

問　

進
修
館
の
駐
車
場
対
策
は
。

答　

車
を
駐
め
る
の
は
、﹁
役
場

か
進
修
館
、
社
協
の
利
用
者
に

限
る
﹂
と
の
看
板
を
立
て
た
。

短
期
間
だ
が
警
備
員
を
配
置
し

た
。
状
況
は
少
し
改
善
し
た
。

問　

広
報
が
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
と

な
り
町
民
か
ら
読
み
づ
ら
い
と

い
う
声
を
聞
く
が
。

答　

紙
面
を
大
き
く
、
フ
ル
カ

ラ
ー
に
変
更
し
た
。﹁
保
管
に
困

る
﹂
と
い
う
意
見
が
最
も
多
い
。

﹁
読
み
に
く
い
﹂、﹁
読
み
た
い
記

事
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な

い
﹂
と
の
意
見
も
。
一
方
、﹁
前

よ
り
分
か
り
や
す
い
﹂
と
の
意

見
も
あ
る
。

生
活・環
境

進修館管理事業� 4,051万円

防災活動事業� 3,059万円

地域コミュニティ活性化事業� 2,064万円

交通安全対策事業� 831万円

みやしろの魅力推進事業� 402万円

主な使いみち

2040年以降は労働人口が激減する

笠原沼落川の草刈作業

広
報
が
読
み
づ
ら
い
と
い
う
声
が
あ
る

総
務・財
政

2020年２月29日 宮代町の人口ピラミッド

ベビーブーム世代
67歳～78歳 70歳

60歳

50歳

０歳

10歳

20歳

40歳

30歳

第２次ベビーブーム
42歳～51歳

人口の山がない

{

{

{

80歳

男　240人 240人　女

主な使いみち

問　

第
５
次
総
合
計
画
策
定
の

予
算
が
減
っ
て
い
る
が
。

答　

策
定
は
３
か
年
か
け
て
行

っ
て
い
る
。
基
本
調
査
な
ど
の

業
務
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
か

ら
こ
の
金
額
に
な
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
し
て

経
費
の
割
合
は
。

答　

平
成
30
年
度
の
決
算
で
は

寄
付
金
が
６
８
４
３
万
円
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

管
理
事
業
額
は
３
４
７
５
万
円
。

経
費
割
合
は
50
・
８
％
で
あ
る
。

問　

土
地
開
発
公
社
は
休
眠
状

態
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答　

土
地
の
取
得
は
最
後
が
平

成
５
年
ご
ろ
。
以
降
26
年
間
は

土
地
の
先
行
取
得
は
し
て
い
な

い
。

問　

今
年
度
予
算
の
特
徴
は
。

答　

子
育
て
関
連
で
は
新
た
な

地
域
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
の
開

設
を
予
定
し
て
い
る
。
学
童
保

育
の
指
定
管
理
へ
の
移
行
で
、

開
所
時
間
が
延
長
と
な
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
₅0
％
は
経
費

ふ
る
さ
と
納
税
の
₅0
％
は
経
費

OA管理事業� 1億2,779万円

広聴・広報事業� 1,086万円

ふるさと納税管理事業� 970万円

第５次総合計画策定事業� 442万円

防災コミュニティ促進事業� 389万円

●令和２年度一般会計予算
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問　

新
し
い
村
の
売
上
の
う
ち

町
内
生
産
者
の
売
上
比
率
の
減

少
が
止
ま
ら
な
い
。
仕
入
れ
て

売
る
な
ら
、
民
間
の
店
舗
と
同

じ
で
民
間
業
者
圧
迫
と
な
る
が
。

答　

地
場
産
の
も
の
が
半
分
を

切
っ
て
い
く
事
態
だ
と
、
直
売

所
と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
と

考
え
る
。
今
後
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
。

問　

東
武
動
物
公
園
駅
東
西
周

辺
の
整
備
は
。

答　

駅
西
口
周
辺
は
中
央
通
り

線
の
歩
道
整
備
と
、
交
差
点
の

改
良
工
事
。
駅
東
口
は
駅
前
広

場
整
備
に
向
け
て
、
用
地
の
買

収
な
ど
を
継
続
す
る
。

問　

宮
代
マ
ル
シ
ェ
（
ト
ウ
ブ

コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
は
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
が
、
町
内
で
店
舗

を
構
え
た
事
業
者
は
あ
る
の
か
。

答　

２
店
舗
が
町
内
で
起
業
。

問　

起
業
の
支
援
対
策
は
。

答　

ま
ち
な
か
起
業
創
業
支
援

事
業
と
し
て
、
杉
戸
町
と
協
催

で
月
３
万
円
ビ
ジ
ネ
ス
の
講
座

を
予
定
。

問　

旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
を
憩

い
の
場
と
し
て
復
活
の
内
容
は
。

答　

大
広
間
、
囲
碁
将
棋
部
屋
、

浴
室
を
復
活
す
る
の
で
は
な
い
。

町
民
が
交
流
す
る
ス
ペ
ー
ス
を

予
定
し
て
い
る
。

問　

地
域
子
育
て
サ
ロ
ン
は
。

答　

店
舗
の
協
力
を
得
て
、
定

期
的
に
子
ど
も
連
れ
で
集
ま
れ

る
日
時
を
設
定
し
、
親
子
が
交

流
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

問　

児
童
手
当
は
３
人
目
か
ら

の
増
額
を
検
討
し
て
は
。

答　

０
歳
か
ら
３
歳
未
満
は
一

律
１
万
５
０
０
０
円
。
３
歳
か

ら
小
学
校
修
了
前
ま
で
第
１
子
、

第
２
子
が
１
万
円
、
第
３
子
以

降
は
１
万
５
０
０
０
円
。
中
学

生
は
一
律
１
万
円
。
全
国
的
な

制
度
で
金
額
は
基
本
的
に
は
変

え
な
い
。

問　

小
学
校
が
休
校
に
な
っ
て
、

学
童
保
育
所
の
入
所
者
数
は
。

答　

学
童
保
育
所
は
朝
７
時
半

か
ら
運
営
し
て
い
る
。
新
し
く

６
人
が
入
っ
た
が
、
全
体
の
人

数
は
減
少
し
た
。
長
期
休
暇
届

け
を
出
し
た
方
が
多
い
。

新
し
い
村
の
地
場
産
売
上
比
率
の
減
少

建
設・観
光

保
健・福
祉

障がい者総合支援事業� 6億6,879万円

学童保育所運営事業� 1億1,921万円

便利バスが走る事業� 3,075万円

地域敬老会支援事業� 1,113万円

男女共同参画社会推進事業� 259万円

主な使いみち

主な使いみち

町民の憩いの場「新しい村」

社会福祉協議会が入所する予定の旧ふれ愛センター

都市計画道路整備事業� 1億86万円

東武動物公園駅西口周辺整備� 6,534万円

公園等管理運営事業� 4,168万円

新しい村管理運営事業� 3,715万円

宮代型観光推進事業� 336万円

新
し
い
村
の
地
場
産
売
上
比
率
の
減
少

旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
の
復
活
は
な
る
の
か

旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
の
復
活
は
な
る
の
か

みやしろ議会だよりNo.114 4



2020年（令和２年）３月定例議会

●令和２年度一般会計予算

問

小
中
学
校
の
適
正
配
置
は

統
廃
合
あ
り
き
な
の
か
。

答

中
学
校
を
１
校
に
、
小
学

校
を
３
校
に
再
編
す
る
。
こ
の

検
証
を
行
っ
て
い
る
。

問

放
課
後
子
供
教
室
は
₁₇
時

ま
で
に
延
長
で
き
な
い
か
。
登

録
制
で
な
く
自
由
に
で
き
な
い

か
。

答

教
室
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
17
時

に
迎
え
に
来
ら
れ
な
い
保
護
者

に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
紹
介
を
し
て
い
る
。
登

録
制
と
す
る
の
は
保
険
代
。
児

童
の
人
数
が
わ
か
ら
な
い
と
、

教
室
の
確
保
、
ス
タ
ッ
フ
の
人

数
な
ど
運
営
に
差
し
さ
わ
り
が

で
て
く
る
。

問

不
登
校
対
策
事
業
に
つ
い

て
。

答

い
じ
め
不
登
校
対
策
連
絡

会
議
は
年
に
３
回
開
催
。
学
校

管
理
職
、
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
元
警
察
官
、
職
員

な
ど
が
委
員
と
な
る
。

小
中
学
校
の
適
正
配
置
は
統
廃
合
な
の
か

教
育・文
化

図書館管理運営事業� 8,431万円

総合運動公園管理事業� 7,181万円

資料館管理運営事業� 5,571万円

英語教育推進事業� 1,692万円

社会教育活動事業� 222万円

主な使いみち

県内でも珍しい木造校舎の東小学校

小
中
学
校
の
適
正
配
置
は
統
廃
合
な
の
か

 ⻆野 由紀子 議員　
人材確保と事業推進を図っている

　議会や町民対話の要望・意見を取り入れている。①病児
保育や学童保育など子育て環境の推進。②ハザードマッ
プやブロック塀撤去の補助制度。③プログラミング教育
や英語の予算と人材確保。新型コロナ感染拡大の影響が
時々刻々と変化し、町には迅速・的確な対応をお願いする。

賛成討論

 浅倉 孝郎 議員　
教育環境向上に積極的な予算に賛成

　小中学校施設管理事業の修繕費に賛成。児童生徒、
先生方、保護者にとって修繕費などの予算はとても助
かる。ただし、児童生徒が毎日使うトイレの改善は早
急に進めてほしい。防災活動事業予算に賛成。再生可
能エネルギーの活用を取り入れてほしい。

賛成討論

 小河原 正 議員　
賛成はするが要望の一端の実現を

①新型コロナ対策と支援を。②旧ふれ愛センタ―は納得
できるレイアウトを。③道仏区画整理地区に公民館の建
設を。④宮代町に中央公民館の建設を。⑤便利バスは全
町の運行を。⑥東武動物公園駅西口に病院誘致を。⑦浸
水対策整備はスピ―ド感のある対応をすること。

賛成討論

山 妙子 議員　
３地域での子育てサロンの開設

　姫宮駅、東武動物公園駅、和戸駅の３か所において
子育てサロンが開設されること。小規模保育園が道佛
地区にできることや町立保育園の保育室の増により、
保育の質の向上。かねてより要望している公共施設の
借地解消のための8000万円の予算計上などを評価する。

賛成討論

 金子 正志 議員　
宮代町の課題に取り組む

①姫宮落川の整備が進み笠原地区の浸水が改善される。
②和戸の陸橋、東口の駅前道路、新橋通り線の整備が順調。
③小中学校のネットワーク環境の整備など賛成する。
　町長報酬20％削減の継続、合併に関する対話集会の開
催、住宅地を中心に広域での学校適正配置を望む。

賛成討論

 丸藤 栄一 議員　
旧ふれ愛センターは高齢者の憩いの場に

①町の財政を悪化させる東武動物公園駅東口の開発計
画は見直すこと。②旧ふれ愛センターでの高齢者の憩
いの場は確保すること。③カーブミラーや防犯灯は要
望どおり設置すること。④小中学校の適正配置は地域
住民の十分な理解が得られるよう議論を行うこと。

反対討論

九、
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一般会計補正予算

　

歳
入
歳
出
予
算
に
２

億
１
６
３
７
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
０
９

億
８
７
９
万
円
と
す
る

も
の
。

　

各
種
事
業
実
績
の
確

定
に
よ
る
減
額
、
国
の

施
策
を
活
用
し
た
小
中

学
校
校
内
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
及
び

笠
原
地
区
浸
水
対
策
事

業
の
実
施
な
ど
が
主
な

も
の
で
す
。

浸
水
対
策
に
つ
い
て

問　

浸
水
対
策
の
目
的
は
。

答　

笠
原
地
区
の
浸
水

を
少
し
で
も
軽
減
す
る

よ
う
姫
宮
落
川
の
第
５

排
水
路
に
ポ
ン
プ
を
設

置
し
、
笠
原
沼
落
川
に

排
水
す
る
こ
と
。

問　

笠
原
地
区
の
浸
水

対
策
事
業
５
０
５
３
万

円
の
積
算
内
容
は
。

答　

委
託
料
は
排
水
管

の
布
設
工
事
の
実
施
設

計
な
ど
で
６
５
０
万
円
。

工
事
請
負
費
は
笠
原
小

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
に
埋

設
管
を
約
１
５
０
ｍ
、

第
５
排
水
路
か
ら
の
排

水
を
笠
原
沼
落
川
に
流

す
工
事
で
３
０
０
０
万

円
。
備
品
購
入
費
は
エ

ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
３
台
、

１
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
１
台

購
入
予
定
で
１
３
９
２

万
円
、そ
の
他
で
11
万
円
。

問　

台
風
19
号
で
笠
原

地
区
の
浸
水
面
積
と
、

た
ま
っ
た
水
量
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答　

面
積
は
約
２
・
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
量
は

約
７
０
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
と
想
定
。

問　

浸
水
対
策
の
効
果
は
。

答　

仮
に
ポ
ン
プ
２
台

を
10
時
間
稼
働
す
る
と
、

約
３
６
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
の
水
が
排
出
で
き

る
。
そ
れ
に
加
え
、
第

６
排
水
路
ポ
ン
プ
が
２

基
稼
働
し
て
い
る
の
で
、

短
時
間
で
の
排
出
が
可

能
で
あ
る
。

問　

笠
原
小
校
庭
の
下

に
埋
設
管
を
埋
め
る
の

で
は
な
く
、
巻
ホ
ー
ス

の
ほ
う
が
良
い
の
で
は

笠
原
地
区
の
浸
水
対
策
、小
中
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど

賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決

笠原地区の浸水被害（台風19号）

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

事 業 名 補 正 額 主な補正理由
福祉医療センター
運営事業 396万円 福祉医療センター駐車場精算機

の故障に伴う修繕費

道路維持管理事業 6,450万円 冠水対策工事及び舗装修繕工事

湛水防除対策事業 5,053万円 笠原地区浸水対策事業の実施

小中学校施設管理
事業 1億8,029万円 国施策を活用した小中学校

校内通信ネットワーク整備

みやしろ議会だよりNo.114 6



2020年（令和２年）３月定例議会

な
い
か
。

答　

巻
ホ
ー
ス
の
場
合

は
、
ホ
ー
ス
の
抵
抗
で

水
圧
が
大
き
く
低
下
し

て
し
ま
う
と
考
え
て
い

る
。

問　

姫
宮
落
川
の
改
修

が
進
め
ば
、
笠
原
地
区

の
浸
水
が
解
消
さ
れ
る

と
分
か
っ
て
い
る
中
で
、

２
、
３
年
し
か
使
わ
な

い
の
な
ら
、
税
金
の
無

駄
遣
い
に
な
ら
な
い
か
。

答　

２
、
３
年
で
完
了

す
る
か
ど
う
か
は
未
知

数
。
今
で
き
る
こ
と
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

小
中
学
校
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
に
つ
い
て

問　

今
回
の
事
業
費
は

１
億
８
０
２
９
万
円
だ

が
今
後
の
財
政
負
担
は
。

答　

児
童
生
徒
１
人
１

台
体
制
を
整
備
す
る
に

は
９
８
０
０
万
円
必
要

に
な
る
。
初
期
の
段
階

で
は
、
３
分
の
２
、
６

５
０
０
万
円
程
度
国
か

ら
補
助
金
が
く
る
。
そ

の
後
、
機
器
の
更
新
に

つ
い
て
の
補
助
金
は
見

込
め
な
い
。

問　

今
後
、
端
末
整
備

は
ど
の
よ
う
に
。

答　

機
器
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
の
４
か
年
で
行

う
。
令
和
２
年
度
で
小

５
、
小
６
、
中
１
。
令

和
３
年
度
で
中
２
、
中

３
。
令
和
４
年
度
で
小

３
、
小
４
。
令
和
５
年

度
で
小
１
、
小
２
の
順

で
導
入
さ
れ
る
。

問　

教
師
に
新
た
な
負

担
に
な
る
の
で
は
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
各
学
校

に
配
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

研
修
会
や
情
報
共

有
、
情
報
提
供
な
ど
を

し
て
負
担
軽
減
を
図
る
。

ま
た
、
先
生
方
が
ど
う

い
う
支
援
を
求
め
て
い

る
か
把
握
し
た
う
え
で
、

支
援
員
も
次
の
課
題
と

な
る
。

一
般
住
宅
耐
震
対
策

問　

耐
震
診
断
及
び
耐

震
工
事
な
ど
の
事
業
実

績
が
減
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

答　

首
都
直
下
型
地
震

の
発
生
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
周
知
啓
発
活
動

を
行
い
な
が
ら
、
１
件

で
も
多
く
耐
震
改
修
が

進
む
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

昨年の台風19号での被害（笠原小学校前の人道橋から）

　
　
　
　
　
　

丸
藤
栄
一
議
員

　

姫
宮
落
川
と
笠
原
沼
落

川
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ
渫
、
笠
原
地
区
の

浸
水
対
策
は
評
価
す
る
。

　

し
か
し
、
教
員
不
足
が

叫
ば
れ
て
い
る
と
き
に
、

１
人
１
台
端
末
は
財
政
的

に
も
優
先
順
位
が
お
か
し

い
。 反

対
討
論

　
　
　
　
　
　
⻆
野
由
紀
子
議
員

　

宮
代
町
の
子
ど
も
達
が

予
測
可
能
な
未
来
社
会
を

自
立
し
て
生
き
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
や
社
会
の
創
り

手
と
な
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

そ
の
必
須
条
件
で
あ
り
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　

浅
倉
孝
郎
議
員

　

笠
原
地
区
の
浸
水
対
策

は
評
価
す
る
。
し
か
し
、

笠
原
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
下

に
管
を
通
す
こ
と
は
、
検

討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

笠
原
沼
落
川
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ

渫
の
際

に
は
、
自
然
環
境
に
配
慮

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　

金
子
正
志
議
員

　

笠
原
浸
水
対
策
は
住
民

か
ら
の
請
願
に
対
し
、
誠

実
な
対
応
に
感
謝
す
る
。

笠
原
沼
落
川
の
山
崎
８
０

９
―
１
番
か
ら
小
沼
橋
ま

で
の
整
備
は
、
令
和
２
年

度
内
に
終
わ
る
よ
う
お
願

い
す
る
。

　
　
　
　
　
　

九、山
妙
子
議
員

　

笠
原
浸
水
対
策
の
早
い

対
応
は
評
価
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
へ

の
参
加
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
、
家
庭
の
教
育
環

境
に
大
変
差
が
あ
り
、
同

じ
環
境
で
学
べ
、
将
来
に

結
び
つ
く
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論
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人事・意見書・広域行政市・町の共同事業

一部事務組合の令和２年度予算

久喜宮代衛生組合

広域利根斎場組合

埼玉東部消防組合

39億1,268万円（前年度比6.5％増）
▶構　成　久喜市、宮代町の１市１町
▶主な収入
　１市１町の負担金
　　30億2,365万円
　　（宮代町は
　　　５億390万円）
▶主な支出
　塵芥処理費（ごみ処理費）
　　　　　　27億990万円
　　（うち委託料
　　　　　　20億2,988万円）

２億3,589万円（前年度比１％減）
▶構　成　加須市、久喜市、幸手市、宮代町の
　　　　　３市１町
▶主な収入
　３市１町の負担金　１億1,000万円
　　　　　　　　　　（宮代町は888万円）
　施設使用料　　　　１億32万円
▶主な支出
　斎場管理委託料
　　　　　9,402万円
　需用費（燃料など）
　　　　　4,826万円

66億4,400万円（前年度比5.7％増）
▶構　成　加須市、久喜市、幸手市、白岡市、
　　　　　宮代町、杉戸町の４市２町
▶主な収入
　４市２町の負担金　62億4,883万円
　　　　　　　　　（宮代町は４億7,080万円）
▶主な支出
　常備消防費　　　　58億5,201万円
　常備消防施設費　　５億7,094万円

　

全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
令
和
６
年

２
月
28
日
で
す
。

　
加
齢
性
難
聴
は
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に

す
る
な
ど
、
生
活
の
質
を
落
と
す
大
き
な

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
加

齢
性
難
聴
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
減
少
に
よ
っ
て
、
う
つ
や
認
知
症
の
危

険
因
子
に
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
国
の
補
助
対
象

は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
４
条
に
規
定

す
る
身
体
障
害
者
で
、
障
害
者
手
帳
を
持

つ
両
耳
の
平
均
聴
力
レ
ベ
ル
が
70
デ
シ
ベ

ル
以
上
の
高
度
・
重
度
難
聴
者
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
補
聴
器
の
値
段
は
片
耳
だ
け

で
３
万
〜
20
万
円
、
両
耳
だ
と
40
万
円
、

50
万
円
に
も
な
り
、
保
険
適
用
が
な
い
た

め
補
助
対
象
外
の
方
は
全
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。低
所
得
者
に
と
っ
て
は
、

補
聴
器
の
購
入
そ
の
も
の
が
困
難
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
補
聴
器
の
さ
ら
な
る
普
及
は
、
高
齢
に

な
っ
て
も
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず
、
心
身

と
も
健
や
か
に
過
す
こ
と
が
で
き
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
の
促
進
、認
知
症
の
予
防
、

ひ
い
て
は
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の

抑
制
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
て
は
、
加
齢
性
難

聴
者
の
補
聴

器
購
入
に
対

す
る
公
的
助

成
制
度
を
創

設
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望

し
ま
す
。

意見書

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

西
村
茂
久
氏

同
意
し
ま
し
た

みやしろ議会だよりNo.114 8
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福祉産業委員会　7人

川
野
武
志

⻆
野
由
紀
子

合
川
泰
治

副
委
員
長

　
山
下
秋
夫

小
河
原
正

委
員
長

　
西
村
茂
久

金
子
正
志

議会運営委員会　6人

川
野
武
志

副
委
員
長

　
合
川
泰
治

丸
藤
栄
一

委
員
長

⻆
野
由
紀
子

小
河
原
正

浅
倉
孝
郎

新しい議会構成が決まりました
　

宮
代
町
は
、
来
年
度
か
ら
第
５
次
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後
10
か
年

の
宮
代
町
が
進
む
指
針
を
決
定
し
実
行
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
・
冠
水

対
策
・
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、住
民
の
安
心
・

安
全
・
命
を
守
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
す
。
住
民
代
表
の
議
会
と

し
て
、
そ
の
役
割
を
充
分
に
果
た
す
た
め

に
、
今
回
の
議
長
、
副
議
長
の
就
任
は
と

て
も
意
義
深
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
、

町
も
い
ま
ま
で
に
経
験
を
し
た
こ
と
の
な

い
対
応
を
行
い
、今
後
、早
い
終
息
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

宮
代
町
議
会
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
議
員
活
動
原
則
を
定
め
、
市
民
参

加
に
よ
る
豊
か
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
多
く
の
課
題
が
あ
る
な
か
、

大
局
に
立
ち
未
来
を
導
き
だ
し
、
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
全
力
を
尽
く

し
て
活
動
す
る
決
意
で
す
。

議
長

　

田
島

正
徳

副
議
長

　

小
河
原　

正

久喜宮代衛生組合議会議員　５人
議　員 九　山　妙　子
〃 浅　倉　孝　郎
〃 泉　　　伸一郎
〃 川　野　武　志
〃 塚　村　香　織

広域利根斎場組合議会議員　２人
議　員 西　村　茂　久
〃 ⻆　野　由紀子

埼玉東部消防組合議会議員　２人
議　員 山　下　秋　夫
〃 土　渕　保　美

議会選出監査委員　１人
委　員 西　村　茂　久

議会広報委員会　5人

泉
伸
一
郎

副
委
員
長

　
塚
村
香
織

浅
倉
孝
郎

丸
藤
栄
一

委
員
長

　
金
子
正
志

総務文教委員会　6人

（
写
真
右
か
ら
）

浅
倉
孝
郎

副
委
員
長

　
　
山
妙
子

塚
村
香
織

泉
伸
一
郎

委
員
長

　
丸
藤
栄
一

土
渕
保
美

九

住民の安心・安全・命を守るまちづくりを

9



みやしろ議会だよりNo.114 10

一般質問項目一覧

　一般質問は３月５日、６日、９日の３
日間、行われました。
　13人の議員が登壇し、防災・浸水対
策や子育て・教育問題、循環バスなど
56項目にわたり、町の考えをただしま
した。
 

本会議の様子

１. ⻆野 由紀子 議員…………………………… P11
❶ LGBTに関する取り組み
❷ 学校ICTの環境整備・取り組み
③ 庁舎などの自販機でペットボトルの排除
❹ フレイル対策

２. 泉 伸一郎 議員……………………………… P12
❶ 公共交通の充実
❷ 近隣市につながる道路整備
❸ 医療施設の誘致
④ 憩いの場としての公園

３. 山下 秋夫 議員……………………………… P13
❶ 小中学校統廃合
❷ 国民健康保険税と子どもの医療費問題
❸ 宮代町での浸水対策と防災マップ、避難体
　 制の充実を

４. 川野 武志 議員……………………………… P14
❶ 和戸駅西口の開設
❷ 和戸駅西側地区の現状と今後の取り組み
③ 都市計画道路「春日部久喜線」の整備
❹ 備前堀川の護岸整備

５. 塚村 香織 議員……………………………… P15
❶ 子どもの居場所
❷ 学校に行けない児童生徒
❸ こども医療費支給制度

６. 丸藤 栄一 議員……………………………… P16
❶ 消防署中島出張所の存続を
❷  災害時に逃げ遅れゼロ、犠牲者ゼロの防災
　 対策の構築を
❸ 宮東地内の町道第17号線の修繕を
❹ 道佛地内の交通安全対策を

７. 小河原 正 議員……………………………… P17
❶ 浸水対策
❷ 循環バス
❸ 新型コロナウイルス
④ 医療施設の誘致

８. 山 妙子 議員……………………………… P18
❶ 町長の人権意識を問う
❷ 災害など緊急時には町民第一で迅速な判断
　 と対応を
❸ 学童保育所新設に指導員の要望をどれだけ
　 反映したか
❹ 須賀下地域と杉戸町の武蔵堤の間を流れる
　 川に、人道橋の設置を

９. 合川 泰治 議員……………………………… P19
① 西武ライオンズとの今後の展開は
② 聖火リレーへの対応
❸ 宮代町の地方創生
❹ 旧ふれ愛センターの跡地利用
⑤ 小中学校の適正配置

10. 金子 正志 議員……………………………… P20
❶ 選挙公報の折込部数の推移
② 選挙事務所への必勝ビラ
❸ 教育施設のネットワーク
④ 町長報酬20％削減の根拠
❺ 笠原地区の浸水対策
⑥ 非正規職員の待遇改善
⑦ 合併をテーマとする対話集会

11. 浅倉 孝郎 議員……………………………… P21
❶ 小中学校のトイレの改修
② 水道水のにごり
❸ 高齢者の交通
❹ 第5次宮代町総合計画
❺ 経済活動

12. 西村 茂久 議員……………………………… P22
① 和戸駅西口開設及び地域活性化
❷ 町内循環バスの運行
❸ 和戸横町地区都市計画変更
❹ 側溝整備事業
⑤ 民生委員・児童委員制度

13. 土渕 保美 議員……………………………… P23
❶ 宮代町でのロードレース大会実施
❷ 町民まつり
❸ イベントの地域への拡大
❹ 道路整備

町政をただす

通告順（発言順）の記載でなく、抽選順としています

●白 白抜きの数字は掲載された質問。それ以外は紙面の都合により掲載できなかったものです。

九



一 般 質 問

2020年（令和２年）３月定例議会11

問
児
童
生
徒
向
け
、
端

末
の
１
人
１
台
の
計
画

は
あ
る
か
。
超
高
速
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
推
進
課
長

　

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」
に
基
づ
き
児

童
生
徒
１
人
１
台
の
端

末
と
高
速
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
を
、
令
和
５
年
度
ま

で
に
実
現
し
た
い
。

問
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
取
り
組
み
は
万
全

か
。

答
教
育
長

　

平
成
30
年
度
か
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

必
修
化
に
先
駆
け
、
小

学
校
４
、
５
、
６
年
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

先
進
校
の
視
察
や
教
職

員
の
研
修
な
ど
を
実
施

し
て
い
く
。

健
康
寿
命
延
伸
、

フ
レ
イ
ル
対
策

問
フ
レ
イ
ル
予
防
の
課

題
は
。

答
健
康
介
護
課
長

　

介
護
予
防
教
室
や
出

前
講
座
に
自
ら
参
加
し

な
い
方
に
、
い
か
に
勧

め
る
か
と
い
う
こ
と
。

引
き
続
き
周
知
に
努
め

て
い
く
。

問
オ
ー
ラ
ル（
口
腔
）フ

レ
イ
ル
は
。

答
健
康
介
護
課
長

　

介
護
予
防
教
室
で
実

施
、
他
に
「
健
口
教

室
」
を
実
施
し
て
い
る
。

有
効
な
方
策
の
情
報
収

集
に
努
め
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）に

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
宮
代
町
に

問
要
望
書
が
出
さ
れ
て

い
る
が
町
の
取
り
組
み

は
。

答
総
務
課
長

　

全
職
員
対
象
に
正
し

い
知
識
と
理
解
を
深
め

る
研
修
会
を
実
施
し
た
。

可
能
な
も
の
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
基
に
実
現
し
て
い
く

児
童
生
徒
に
１
人
１
台
の
計
画
は
あ
る
か

⻆
か ど の

野 由
ゆ き こ

紀子 議員

GIGAスクール構想実施スケジュール案

元気に100歳体操！
口腔フレイル予防もお願いします

ＧＩＧＡスクール構想実施スケジュール案 

（国の示したロードマップに基づく整備を想定した場合） 

令和元年度３月補正予算計上 校内ＬＡＮ工事     １８０，２８７千円 

令和２年度９月補正予算   小５・小６・中１端末整備 ３１，９９５千円（内訳４．５万円×６９６台） 

令和３年度当初予算     中２・中３端末整備    ２１，４２０千円（内訳４．５万円×４８２台） 

令和４年度当初予算     小３・小４端末整備    ２２，０９５千円（内訳４．５万円×４９６台） 

令和５年度当初予算     小１・小２端末整備    ２２，９０５千円（内訳４．５万円×５１４台） 

 整備内容 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

小 

学 

校 

校内ＬＡＮ整備 ３月補正 

 

    

小５・小６ 

端末整備 

 

 

９月補正    

小３・小４ 

端末整備 

 

 

  当初予算  

小１・小２ 

端末整備 

 

 

   当初予算 

中 

学 

校 

校内ＬＡＮ整備 ３月補正 

 

    

中１ 

端末整備 

 

 

９月補正    

中２・中３ 

端末整備 

 

 

 当初予算   

4 
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問
循
環
バ
ス
が
走
っ
て

い
な
い
地
域
へ
の
対
応

は
。

答
企
画
財
政
課
長

　

近
隣
自
治
体
な
ど
に

お
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
や
地
域
助
け

合
い
交
通
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、「
乗

り
合
い
形
」
や
「
ハ
イ

ヤ
ー
形
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
に
模
索
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
宮
代
町
の
第
５

次
総
合
計
画
策
定
の
実

行
計
画
検
討
チ
ー
ム
の

中
で
も
検
討
中
で
、
町

と
し
て
最
良
の
方
法
を

選
択
し
て
い
き
た
い
。

近
隣
市
に
つ
な
が
る

道
路
整
備

問
町
道
２
５
２
号
線
の

延
伸
の
進
ち
ょ
く
と
進

展
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

延
伸
部
分
に
係
る
延

長
は
約
４
１
０
ｍ
、
幅

員
は
16
ｍ
で
検
討
し
て

い
る
。
現
在
、
春
日
部

市
が
県
の
農
林
部
と
調

整
中
で
協
議
が
整
い
次

第
、
国
の
農
政
局
と
の

協
議
に
入
る
。
都
市
計

画
決
定
と
土
地
区
画
整

理
の
事
業
認
可
は
令
和

２
年
度
以
降
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
春
日
部
市
と
連

携
・
協
力
し
て
い
く
。

問
医
療
施
設
の
誘
致
に

つ
い
て
、
町
の
取
り
組

み
は
。

答
健
康
介
護
課
長

　

県
が
実
施
し
た
医
療

整
備
計
画
の
公
募
に
町

内
で
の
病
床
整
備
を
計

画
し
た
医
療
法
人
が
応

募
し
た
が
、
審
議
中
に

継
続
協
議
か
ら
除
外
す

る
決
定
が
な
さ
れ
た
。

町
と
し
て
は
今
後
も
県

に
増
床
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
な
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
く
。

町として最良の方法を選択していく
循環バスが走っていない地域への対応は

利便性の高いサービスが求められる町内循環バス

春日部市への開通が期待される町道252号線

泉
いずみ

伸
しんいちろう

一郎 議員



一 般 質 問

2020年（令和２年）３月定例議会13

問
中
学
校
の
統
廃
合
が

中
心
に
話
が
進
ん
で
い

る
。
町
の
考
え
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　

今
後
の
学
校
運
営
に

お
け
る
適
正
規
模
、
通

学
距
離
の
検
証
な
ど
、

地
域
と
の
現
状
を
審
議

会
で
話
し
合
っ
て
い
る
。

答
町
長

　

町
と
し
て
も
、
教
育

委
員
会
と
調
整
の
う
え
、

必
要
な
方
向
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
統
合
し
た
場
合
、
何

人
に
な
る
か
。
ま
た
、

教
育
効
果
は
あ
る
の
か
。

答
教
育
推
進
課
長

　

令
和
13
年
で
中
学
校

の
生
徒
数
は
推
定
で
７

２
０
人
程
度
に
な
る
。

答
教
育
長

　

た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
交
流
が
で
き
る
。
専

門
の
先
生
を
常
勤
で
の

配
置
が
で
き
、
教
育
的

効
果
が
あ
る
。

問
教
育
効
果
の
根
拠
は
。

ま
た
、
住
民
へ
の
説
明

会
は
い
つ
頃
か
。

答
教
育
推
進
課
長

　

方
向
性
を
整
理
後
、

住
民
へ
の
説
明
会
は
必

須
で
あ
る
が
、
時
期
は

明
言
で
き
な
い
。

国
保
・
こ
ど
も
の

医
療
費
問
題

問
国
保
税
を
誰
で
も
払

え
る
よ
う
国
に
求
め
、

こ
ど
も
医
療
費
の
現
物

支
給
を
県
内
ま
で
拡
大

を
。

答
住
民
課
長

　

国
保
税
は
、
町
独
自

の
減
免
措
置
を
設
け
、

減
免
に
該
当
す
る
所
得

な
ど
を
生
活
保
護
基
準

の
１
・
３
倍
ま
で
拡
充

し
て
い
る
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

県
で
は
現
物
支
給
を

県
内
全
域
で
実
施
に
向

け
た
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

町
の
防
災
対
策
は

問
防
災
マ
ッ
プ
の
確
立

と
具
体
的
な
避
難
体
制

の
検
証
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

来
年
度
、
最
新
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

予
定
で
、
全
課
を
対
象

に
反
省
点
な
ど
の
意
見

を
集
約
し
、
今
後
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

現
時
点
で
は
、
実
施
時
期
は
明
言
で
き
な
い

学
校
の
統
廃
合
の
説
明
会
は
い
つ
頃
か

山
やました

下 秋
あ き お

夫 議員

学校は近くにあればいいね

こどもの医療費は、どこでも
窓口払いなしの実現を
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問
町
長
も
和
戸
駅
西
口

の
パ
ス
モ
改
札
設
置
を

公
約
に
掲
げ
て
お
り
、

東
武
鉄
道
と
協
議
を
進

め
て
き
た
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

で
問
題
点
や
課
題
は
整

理
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

実
施
時
期
や
費
用
の
想

定
は
。

答
企
画
財
政
課
長

　

東
武
鉄
道
本
社
に
本

年
度
も
３
回
ほ
ど
訪
問

し
、
駅
の
地
下
道
を
西

側
に
延
長
す
る
方
法
を

相
談
し
て
お
り
、
一
定

の
理
解
を
得
て
い
る
が

課
題
も
多
い
。
橋
上
化

し
た
幸
手
駅
は
自
由
通

路
を
含
め
る
と
約
28
億

円
。
西
口
開
設
に
は
駅

前
広
場
を
含
ん
だ
一
帯

の
面
的
整
備
が
必
要
だ

が
県
計
画
に
よ
り
市
街

化
区
域
の
拡
大
が
見
込

め
な
い
。

和
戸
駅
西
側
整
備

の
取
り
組
み

問
近
年
、
住
宅
が
多
数

建
て
ら
れ
て
お
り
、
早

急
な
対
策
が
必
要
だ
が
、

整
備
の
問
題
は
何
か
。

ま
た
、
駅
前
広
場
や
道

路
を
先
行
整
備
で
き
な

い
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

問
題
は
、
市
街
化
調

整
区
域
で
あ
る
こ
と
。

県
計
画
に
よ
り
面
的
整

備
を
行
っ
て
も
市
街
化

区
域
に
編
入
で
き
な
い

こ
と
。
残
土
の
山
が
存

在
す
る
こ
と
の
３
点
。

今
後
、
関
係
地
権
者
な

ど
と
意
見
交
換
を
行
い
、

整
備
方
針
を
決
定
す
る
。

備
前
堀
川
の護岸

整
備

問
県
事
業
に
合
わ
せ
て

鉄
橋
か
ら
文
珠
院
橋
ま

で
の
右
岸
フ
ェ
ン
ス
や

舗
装
を
整
備
で
き
な
い

か
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

で
き
る
限
り
早
期
に

改
修
工
事
を
進
め
て
い

き
た
い
。

駅地下道を利用しての方法は課題も多い
和戸駅西口の開設は周辺住民の長年の夢

景観をそこなう姥
うばがやおとし

ヶ谷落川の合流付近のガレキ

川
か わ の

野 武
た け し

志 議員

和戸駅西口開発は住民の願い



一 般 質 問
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問
小
中
学
生
が
利
用
し

や
す
い
児
童
館
の
設
置

は
今
後
あ
る
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

以
前
「
ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー
み
や
し
ろ
」
に
児

童
館
を
設
置
し
て
い
た

が
、
閉
館
後
、
役
場
庁

舎
内
に
子
育
て
ひ
ろ
ば

を
設
置
し
た
の
で
今
後

児
童
館
の
設
置
予
定
は

な
い
。

問
家
で
も
学
校
で
も
な

い
第
３
の
場
所
「
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
」

を
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

地
域
の
子
ど
も
達
を

受
け
止
め
、
見
守
り
、

支
え
る
拠
点
と
し
て
の

居
場
所
は
重
要
。
今
後

運
営
団
体
な
ど
へ
の
支

援
策
も
考
え
て
い
き
た

い
。

全
て
の
児
童
生
徒
に

学
び
の
場
を

問
学
校
に
行
け
な
い
小

学
生
が
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
適
応
指
導
教
室
の

設
置
を
考
え
て
い
る
か
。

答
教
育
長

　

現
在
、
教
育
委
員
会

内
で
相
談
業
務
を
週
３

回
行
っ
て
い
る
。
よ
り

充
実
し
た
内
容
、
施
設

の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
た
め
、
設
置
に
向
け

て
検
討
を
し
た
い
。

問
学
校
に
行
け
な
い
中

学
生
の
た
め
の
、
さ
わ

や
か
相
談
室
に
つ
い
て

学
区
外
に
通
う
こ
と
も

可
能
か
。

答
教
育
長

　

一
時
的
な
相
談
は
他

校
に
出
向
く
こ
と
は
可

能
で
あ
る
が
通
学
と
な

る
と
難
し
い
。

申
請
負
担
の
改
善

問
こ
ど
も
医
療
費
は
町

外
で
も
窓
口
清
算
不
要

に
で
き
な
い
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

県
に
お
い
て
令
和
３

年
を
目
途
に
県
内
全
域

で
利
用
で
き
る
よ
う
見

直
し
て
い
る
。

社
会
的
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
設
置
を
検
討
す
る

小
中
学
生
の
地
域
の
居
場
所
が
少
な
い
が役場１階　３世代で交流できる子育てひろば

塚
つかむら

村 香
か お り

織 議員

役場２階　教育相談室（消費者支援センターと共用）
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問
町
内
で
こ
ん
な
に
ひ

ど
い
状
態
の
町
道
は
他

に
見
当
た
ら
な
い
。
危

険
で
あ
り
、
早
急
に
修

繕
を
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

県
道
か
ら
約
２
９
０

ｍ
の
区
間
を
路
床
か
ら

再
整
備
し
、
工
事
は
秋

以
降
に
な
る
。

道
佛
地
内
の

交
通
安
全
対
策
を

問
周
辺
の
住
民
か
ら

「
道
路
は
良
い
が
、
交

通
安
全
の
標
識
が
少
な

く
危
険
で
あ
る
」
と
い

う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

答
町
民
生
活
課
長

　

規
制
や
標
識
の
設
置

は
、
公
安
委
員
会
の
裁

量
で
あ
り
、
危
険
な
箇

所
は
引
き
続
き
警
察
に

要
望
し
て
い
く
。

台
風
19
号
の教訓

か
ら

問
戸
別
受
信
機
を
全
世

帯
に
設
置
し
て
い
く
考

え
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

デ
ジ
タ
ル
化
整
備
に

伴
い
、
登
録
制
メ
ー
ル

や
デ
ー
タ
放
送
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

戸
別
受
信
機
の
貸
与
は

予
定
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
長
期
的
な
対
策

と
し
て
は
、
今
後
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

消
防
署
中
島
出
張
所

の
存
続
を

問
台
風
の
巨
大
化
や
直

下
型
大
地
震
な
ど
に
備

え
、
防
災
・
減
災
対
策

を
構
築
す
る
こ
と
は
、

町
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
。
し
か
し
、
中
島
出

張
所
の
廃
止
案
に
は
多

く
の
町
民
か
ら
不
安
や

心
配
の
声
が
あ
が
っ
て

い
る
。

答
町
長

　

こ
れ
ま
で
の
救
急
体

制
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る

の
で
は
な
く
、
逆
に
プ

ラ
ス
に
し
て
、
杉
戸
署

と
宮
代
署
の
消
防
力
を

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と

を
丁
寧
に
説
明
し
て
い

く
。

工事期間は秋以降になる
宮東地内の町道17号線の修繕を

早急な修繕が求められている危険な状態の町道17号線（宮東地内）

地域住民の心強い支えになっている消防署中島出張所

丸
がんどう

藤 栄
えいいち

一 議員
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問
台
風
19
号
に
よ
る
浸

水
対
策
と
し
て
、
姫
宮

落
川
の
改
修
工
事
と
笠

原
地
区
の
緊
急
冠
水
対

策
を
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

姫
宮
落
川
の
整
備
状

況
は
、
現
在
、
東
武
鉄

道
の
鉄
橋
付
近
か
ら
み

ず
ほ
の
橋
ま
で
の
護
岸

工
事
を
、
今
年
３
月
末

の
工
期
で
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
み
ず
ほ
の

橋
か
ら
宮
代
橋
ま
で
の

区
間
は
、
す
で
に
用
地

買
収
が
完
了
し
て
い
る

の
で
県
知
事
と
杉
戸
県

土
整
備
事
務
所
長
に
対

し
て
、
早
期
改
修
を
要

望
し
た
。

　

笠
原
地
区
の
緊
急
冠

水
対
策
は
笠
原
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
下
に

排
水
管
を
埋
設
し
、
エ

ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
使
っ

て
、
笠
原
人
道
橋
付
近

の
第
５
排
水
路
か
ら
笠

原
沼
落
川
に
圧
送
す
る

こ
と
で
、
被
害
の
軽
減

を
は
か
る
。　

　

ま
た
、
前
回
の
台
風

で
効
果
が
認
め
ら
れ
た

止
水
板
を
30
枚
ほ
ど
追

加
購
入
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
宮
代
町
の
危
機
管

理
は
万
全
か
。

答
健
康
介
護
課
長

　

３
回
の
対
策
検
討
委

員
会
と
５
回
の
対
策
本

部
会
議
を
開
催
し
た
。

　

本
町
の
対
応
は
、
子

ど
も
、
高
齢
者
が
利
用

す
る
陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン

と
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
施

設
は
、
３
月
10
日
ま
で

の
閉
館
を
確
認
し
、
そ

の
後
、
感
染
状
況
を
勘

案
し
、
３
月
31
日
ま
で

休
館
の
延
長
を
し
た
。

循
環
バ
ス
を

町
内
全
域
に

問
町
内
全
域
で
便
利
に

利
用
で
き
な
い
の
は
不

公
平
で
あ
る
。

答
企
画
財
政
課
長

　

高
齢
化
が
進
み
、
バ

ス
停
の
な
い
地
域
の
移

動
手
段
と
し
て
、
デ
マ

ン
ド
交
通
を
検
討
し
て

い
る
。

姫
宮
落
川
の
改
修
と
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
で
対
応

笠
原
地
区
の
緊
急
冠
水
対
策
を

緊急冠水対策のエンジンポンプ

町内全域利用できる循環バスを

小
お が わ ら

河原 正
ただし

議員
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問
①
町
議
選
の
際
、
一

部
現
職
議
員
に
は
為
書

き
を
送
ら
な
か
っ
た
。

真
剣
に
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
議
員
の
気
持

ち
を
考
え
た
か
。

答
町
長

　

基
本
的
に
出
馬
、
出

陣
式
な
ど
の
オ
フ
ァ
ー

を
い
た
だ
い
た
方
に
配

り
、
特
別
に
誰
か
を
選

択
し
た
し
な
い
の
思
い

は
な
い
。

問
②
人
権
研
修
参
加
者

の
現
状
の
態
度
で
、
人

権
意
識
や
人
権
教
育
の

推
進
は
進
む
の
か
。

答
教
育
長

　

求
め
ら
れ
る
取
り
組

み
も
時
代
に
応
じ
て
変

化
し
て
い
く
も
の
、
町

と
連
携
し
つ
つ
、
人
権

尊
重
の
町
に
な
る
よ
う

各
種
施
策
、
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。

迅
速
な
判
断
と

対
応
を
望
む

問
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
は
。

答
健
康
介
護
課
長

　

常
に
最
新
の
情
報
把

握
に
努
め
、
必
要
に
応

じ
対
策
本
部
を
開
催
。

情
報
共
有
と
適
切
な
対

策
を
迅
速
に
講
じ
る
。

問
②
災
害
な
ど
緊
急
時

に
は
町
民
第
一
で
迅
速

な
判
断
と
対
応
を
。

答
町
長

　

反
省
す
べ
き
こ
と
は

真
摯
に
受
け
止
め
、
今

後
の
災
害
に
備
え
る
。

学
童
保
育
所
新
設

問
学
童
保
育
所（
ふ
じ
）

の
指
導
員
の
要
望
を
ど

れ
だ
け
反
映
し
た
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

学
童
指
導
員
な
ど
の

意
見
を
踏
ま
え
、
安
全

面
や
利
便
性
を
考
慮
し

た
。

人
道
橋
の
設
置

問
須
賀
下
地
域
と
、
む

さ
し
堤
団
地
の
間
に
歩

行
者
の
橋
の
設
置
を
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

早
期
の
実
現
は
困
難

な
状
況
。

町議員には礼節を持ち接している
町長の人権意識を問う

人権意識の向上は、町の住みやすさや発展につながる

指導員の要望が活かされた建物になっているか

九
まるやま

山 妙
た え こ

子 議員
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問
宮
代
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
（
平
成
27
年
〜
令

和
２
年
）
の
成
果
と
課

題
は
。

答
企
画
財
政
課
長

　

合
計
特
殊
出
生
率
は

増
加
傾
向
を
続
け
、
社

会
動
態
も
転
出
を
転
入

が
上
回
り
人
口
は
３
万

４
０
０
０
人
を
維
持
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
目
を

向
け
る
と
、
地
域
交
流

サ
ロ
ン
は
29
か
所
生
ま

れ
、
自
主
防
災
組
織
率

は
１
０
０
％
を
達
成
す

る
な
ど
、
地
域
力
も
確

実
に
向
上
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
地
域
の
活

動
が
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
地
域

の
担
い
手
が
不
足
し
て

い
る
と
い
っ
た
課
題
も

生
じ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

計
画
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
多
く
の
主
体

が
主
役
と
な
っ
て
活
躍

す
る
こ
と
が
最
も
大
事

な
の
で
、
第
５
次
総
合

計
画
に
十
分
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

の
活
用
は

問
旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

の
活
用
を
進
め
て
い
る

が
、
現
在
の
検
討
状
況

は
。

答
福
祉
課
長

　

本
年
１
月
に
は
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
移
転
と

施
設
整
備
費
な
ど
に
あ

て
る
た
め
の
基
金
の
取

り
崩
し
に
つ
い
て
、
出

席
理
事
全
員
の
賛
成
に

よ
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

一
方
、
町
で
は
、
県

補
助
金
の
活
用
に
つ
い

て
埼
玉
県
と
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
建
物
の

躯
体
と
基
本
設
備
の
修

繕
や
交
換
費
用
と
し
て
、

令
和
２
年
度
の
当
初
予

算
に
必
要
経
費
を
計
上

し
た
。

地
域
力
も
確
実
に
向
上
し
て
い
る

宮
代
町
の
地
方
創
生
は
ど
う
な
っ
た

合
あいかわ

川 泰
た い じ

治 議員

最高の福祉を実現できる場所へ

宮代町の地方創生は東武動物公園と
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問
令
和
元
年
の
12
月
議

会
で
「
浸
水
対
策
を
求

め
る
請
願
」
が
採
択
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
町
は

県
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
た
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

昨
年
12
月
17
日
に
は

県
知
事
に
、
12
月
20
日

に
は
杉
戸
県
土
整
備
事

務
所
長
に
、
町
長
が
直

接
、
被
害
状
況
を
報
告

し
河
川
改
修
の
早
期
完

了
を
強
く
要
望
し
た
。

３
月
補
正
予
算
に
お
い

て
、
排
水
用
エ
ン
ジ
ン

ポ
ン
プ
３
台
と
排
水
管

の
設
置
工
事
な
ど
を
計

上
し
た
。

教
育
施
設
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

問
①
宮
代
町
内
の
公
立

学
校
で
の
安
定
し
た
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
構
築

は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

②
災
害
発
生
時
に
お

け
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

の
開
放
に
対
応
で
き
る

準
備
は
で
き
て
い
る
の

か
。

答
教
育
推
進
課
長

　

①
各
学
校
で
の
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を

推
進
す
る
た
め
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
構
築
し
、
学
校

内
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
進
め
る
。

必
要
と
な
る
事
業
費
を

今
議
会
の
３
月
補
正
予

算
に
お
い
て
計
上
し
た
。

　

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
で
は
、
全
て
の

普
通
教
室
、
体
育
館
、

特
別
教
室
の
一
部
な
ど

に
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
整
備

を
考
え
て
い
る
。
災
害

用
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
別

途
検
討
が
必
要
。

議
員
選
挙
の
公
報

問
選
挙
公
報
の
折
込
状

況
は
。

答
総
務
課
長

　

今
回
の
町
議
会
議
員

選
挙
で
は
町
内
世
帯
数

１
万
５
０
７
０
世
帯
、

折
込
業
者
に
１
万
６
０

０
部
を
引
渡
し
た
。
配

布
率
は
70
・
３
％
と
な

る
。

県に強く要望。補正予算も計上
笠原地区の浸水対策は

急ピッチで整備が進む「姫宮落川」の河川改修（３月７日）

笠原沼落川。マコモの除去と川底整備が完了（４月10日）

金
か ね こ

子 正
た だ し

志 議員
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問
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
や
保
護
者
か
ら
、
ト

イ
レ
の
洋
便
器
化
や
臭

い
対
策
、
ド
ア
の
修
繕

を
早
急
に
し
て
ほ
し
い

と
強
い
声
が
あ
が
っ
て

い
る
。

答
教
育
推
進
課
長

　

本
町
の
洋
便
器
率
は

全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
。
現
在
、
改
修
を

行
う
際
に
個
別
に
洋
便

器
化
を
行
っ
て
い
る
。

臭
い
対
策
や
ド
ア
の
修

繕
は
、
学
校
か
ら
情
報

収
集
を
し
、
学
校
と
連

携
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
教
育
委
員
会
の

予
算
の
範
囲
内
で
早
急

に
対
応
し
て
い
く
。

東
口
に
バ
ス
停
を

問
循
環
バ
ス
の
停
留
所

を
東
武
動
物
公
園
駅
の

東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
設

置
を
し
て
ほ
し
い
。

答
企
画
財
政
課
長

　

東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
は

狭
く
、
安
全
上
バ
ス
停

の
設
置
は
難
し
い
。
東

口
の
整
備
計
画
終
了
後

は
、
バ
ス
停
の
設
置
も

可
能
と
な
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
を

問
第
５
次
総
合
計
画
に
、

地
域
課
題
の
解
決
や
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど

に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
取
り
入
れ
る
の
か
。

答
企
画
財
政
課
長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
持
つ
今

日
的
な
普
遍
性
と
第
５

次
総
合
計
画
に
は
共
通

項
が
あ
る
と
考
え
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化

問
地
元
に
残
る
お
金
、

地
元
か
ら
出
て
い
く
お

金
を
可
視
化
す
る
「
漏

れ
バ
ケ
ツ
理
論
」
を
取

り
入
れ
た
経
済
対
策
を
。

答
産
業
観
光
課
長

　

経
済
の
循
環
を
意
識

し
た
取
り
組
み
を
加
速

化
さ
せ
て
い
く
。
ま
た

地
産
外
商
や
町
外
か
ら

の
交
流
人
口
の
増
加
に

よ
る
消
費
拡
大
と
い
う

視
点
も
取
り
入
れ
て
い

く
。

学
校
と
連
携
し
早
急
に
対
応

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
善
を

毎日使う小中学校のトイレ、改善は早急に

東武動物公園駅の東口に循環バスの停留所を
（停留所はイメージ）

浅
あさくら

倉 孝
た か お

郎 議員

停留所停留所



みやしろ議会だよりNo.114 22

問
町
道
で
の
側
溝
の
総

延
長
と
蓋
が
け
ま
で
終

了
し
て
い
る
距
離
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

町
道
の
総
延
長
は
約

２
９
９
㎞
、
う
ち
舗
装

済
延
長
は
約
１
９
５
㎞
、

率
で
約
65
％
。
蓋
が
け

ま
で
完
了
し
て
い
る
距

離
は
約
１
２
１
㎞
、
蓋

が
け
な
し
が
約
23
㎞
と

な
っ
て
い
る
。

問
側
溝
の
状
態
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
単
位
当
た
り

の
費
用
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

条
件
に
よ
り
大
き
く

異
な
る
が
、
幅
員
４
ｍ

道
路
を
１
０
０
ｍ
区
間

で
一
般
的
な
30
㎝
×
30

㎝
×
４
ｍ
の
側
溝
に
両

側
を
布
設
替
え
し
た
場

合
、
１
ｍ
当
た
り
約
16

万
円
と
な
る
。

問
町
内
循
環
バ
ス
の
ス

タ
ー
ト
時
か
ら
の
利
用

者
数
は
。

答
企
画
財
政
課
長

　

平
成
７
年
度
約
１
万

人
、
22
年
度
は
約
3
・

１
万
人
、
27
年
度
は
約

4
・
２
万
人
、
30
年
度

は
約
5
・
５
万
人
と
な

っ
て
い
る
。

問
平
成
30
年
度
利
用
者

数
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
の
停

留
所
は
。

答
企
画
財
政
課
長

　

東
武
動
物
公
園
駅
西

口
、
宮
代
台
中
央
公
園
、

道
仏
。

問
現
町
内
循
環
バ
ス
は

目
的
を
十
分
達
成
し
て

い
る
と
の
認
識
か
。

答
企
画
財
政
課
長

　

活
動
拠
点
と
な
る
公

共
施
設
や
集
会
所
、
商

業
施
設
や
医
療
施
設
な

ど
を
停
留
所
に
組
み
合

わ
せ
、
町
を
直
線
的
に

結
ぶ
こ
と
で
年
々
利
用

者
が
増
加
し
て
お
り
達

成
し
た
と
思
慮
す
る
。

問
和
戸
横
町
地
区
都
市

計
画
変
更
の
説
明
会
に

つ
い
て
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

事
業
予
定
地
隣
接
の

５
地
区
対
象
に
一
昨
年

開
催
し
約
１
３
０
人
が

参
加
。

蓋かけなしの費用は1m当たり約16万円
蓋かけなし側溝の単位当たりの平均費用は

一 般 質 問

西
にしむら

村 茂
しげひさ

久 議員
和戸横町地区計画概要（参考）

１　協同施工者 日本興新㈱　大和ハウス工業㈱

２　施 工 面 積 約19．6ha

３　事 業 期 間 令和元年６月～令和５年３月

４　総 事 業 費 56億3300万円

５　町負担金等 なし

町内循環バス乗降人員停留所ベスト10（参考）
　　　　　　　　　　（平成30年度） （単位：人）

停留所 計 乗車 降車 1日平均
1 東武動物公園西口 16，632 7，661 8，971 46．2
2 宮代台中央公園 9，776 5，644 4，132 27．2
3 道仏 8，990 4，647 4，343 25．0
4 ぐるる宮代 7，563 3，875 3，688 21．0
5 宮代町役場 6，867 3，046 3，821 19．1
6 和戸駅 6，440 3，244 3，196 17．9
7 沖ノ後（すずき整形クリニック） 5，173 2，341 2，832 14．4
8 姫宮駅西口 4，808 2，511 2，297 13．4
9 本田５丁目（クスリのアオキ） 3，906 1，908 1，998 10．9
10 保健センター前 3，819 2，179 1，640 10．6

39 停留所合計 110，722 55，361 55，361 307．6
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道
路
整
備
に
つ
い
て

問
危
険
な
状
態
の
宮
東

地
区
町
道
17
号
線
の
道

路
整
備
を
早
急
に
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

工
事
費
を
令
和
元
年

度
の
３
月
補
正
予
算
に

計
上
し
、
県
道
接
続
部

か
ら
約
２
９
０
ｍ
の
区

間
を
令
和
2
年
度
中
に

整
備
す
る
。　

町
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
を

問
近
隣
の
市
町
村
で
は
、

必
ず
行
わ
れ
て
い
る
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
実

施
す
る
べ
き
だ
が
、
町

の
考
え
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　

具
体
的
な
計
画
は
な

い
。
現
在
実
施
し
て
い

る
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

町
民
ま
つ
り
に
つ
い
て

問
町
民
ま
つ
り
に
つ
い

て
、
人
材
育
成
と
更
な

る
飛
躍
の
た
め
に
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答
町
民
生
活
課
長

　

町
民
の
方
々
の
自
主

的
な
参
加
と
職
員
の
自

発
的
な
参
加
が
広
が
り

ま
す
よ
う
呼
び
か
け
て

い
く
。

イ
ベ
ン
ト
の
発
展
を

問
祭
り
ご
と
や
イ
ベ
ン

ト
が
地
域
に
発
展
す
る

た
め
に
は
。

答
企
画
財
政
課
長

　

今
後
10
年
は
高
齢
化

も
さ
ら
に
進
む
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
役
割

を
持
っ
て
活
躍
で
き
る

よ
う
な
支
援
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

土
つちぶち

渕 保
や す み

美 議員

令
和
２
年
度
中
に
整
備
を
実
施

宮
東
地
区
町
道
17
号
線
の
早
急
の
道
路
整
備
を至る所に轍

わだち

があり危険な状態の町道17号線

宮代町でのロードレース実施を（イメージ）
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（
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１
１

住
所
／
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
笠
原  

１
‐
４
‐
１

発
行
責
任
者
／
議
長　

田
島
正
徳

再生紙を
使用して
います。

　

宮
代
町
の
美
し
い
自
然
と
、

進
修
館
と
笠
原
小
の
建
物
に

す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
２
０
０

４
年
に
移
住
。
そ
の
後
、
長

男
が
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
現
在
は

小
学
３
〜
５
年
生
を
対
象
と

し
た
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
の
隊

長
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
都
心
に
通
う
会
社

員
で
は
出
会
う
こ
と
が
な
い

子
ど
も
達
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
活

動
を
通
じ
て
、
よ
り
こ
の
町

に
暮
ら
す
楽
し
さ
が
増
え
、

人
間
的
に
も
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
日
本
工
業

大
学
の
見
学
や
農
家
と
の
米

作
り
な
ど
、
地
域
企
業
や
団

体
に
ご
協
力
頂
き
な
が
ら
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に

夢
中
で
す
。

　

私
は
初
代
町
長
で
あ
る
斎

藤
甲
馬
さ
ん
の
考
え
方
が
と

て
も
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
お
そ
ら
く
混
沌
と
し
た
時

代
に
な
り
ま
す
が
、
町
政
・

議
会
に
は
初
代
町
長
の
よ
う

な
個
性
豊
か
な
取
り
組
み
を

進
め
て
も
ら
い
、
こ
の
町
が

ま
す
ま
す
素
敵
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町民の声

横
よこかわ

川 剛
た か し

士さん
（学園台）

6月議会の予定は

5月28日(木)　午前10時開会
進修館  議場
一般質問は6月3日㈬・4日㈭・5日㈮

※ 新型コロナウイルス感染拡大の予防のため日程などが
変更になることがあ ります。

議会を傍聴しませんか

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
受
け
て
、
夏
の

民
間
企
業
ボ
ー
ナ
ス
が
大
幅

な
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
企

業
の
決
算
発
表
が
相
次
ぐ
。

頑
張
ろ
う
！
日
本
。（
金
子
）

表
紙
の
写
真
紹
介

　
３
月
に
新
し
く
開
設
し
た「
ふ

じ
児
童
ク
ラ
ブ
」。
笑
顔
が
た
く

さ
ん
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
元
気

い
っ
ぱ
い
に
遊
ぶ
子
ど
も
達
の

姿
が
楽
し
み
で
す
。
左
の
写
真

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
導
入
し
た
電
解
水

生
成
装
置
で
手
を
洗
う
児
童
。

広
　
報
　
委
　
員

委
員
長　

金
子　

正
志

副
委
員
長　

塚
村　

香
織

委　

員　
　

丸
藤　

栄
一

委　

員　
　

泉　

伸
一
郎

委　

員　
　

浅
倉　

孝
郎

議案に対する各議員の賛否
○賛成　●反対　－ 議長は採決に加わらない

議
　
案
　
番
　
号

議　　案

議
　
決
　
結
　
果

日本
共産党

無
会
派
政策会議
かがやき
４人

公明党 令和新風
の会

議
　
長２人 1人 ２人 ４人

山
下
　
秋
夫

丸
藤
　
栄
一

九
、山
　
妙
子

浅
倉
　
孝
郎

金
子
　
正
志

西
村
　
茂
久

小
河
原
　
正

泉
　
伸
一
郎

⻆
野
由
紀
子

塚
村
　
香
織

合
川
　
泰
治

土
渕
　
保
美

川
野
　
武
志

田
島
　
正
徳

1
地方自治法等の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

2 新しい村設置及び管理条例 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

3 印鑑条例の一部を改正する条
例

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

4 町道路線の廃止 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

5 町道路線の認定 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

6 令和元年度一般会計補正予算
（第6号）

可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

7 令和元年度国民健康保険特別
会計補正予算（第3号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

8 令和元年度介護保険特別会計
補正予算（第4号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

9 令和元年度後期高齢者医療特
別会計補正予算（第3号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

10 令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

11 令和2年度一般会計予算 可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ ―

12 令和2年度国民健康保険特別会計予算
可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ ―

13 令和2年度介護保険特別会計予算
可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

14 令和2年度後期高齢者医療特別会計予算
可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

15 令和2年度水道事業会計予算 可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

16 令和2年度下水道事業会計予算 可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

17 監査委員の選任につき同意を求める
同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意
見
書

加齢性難聴者の補聴器購入に
対する公的助成制度の創設を
求める意見書（第1号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ ―

5月9日の町民と議員との懇談会は中止です


